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研究成果の概要 

胃癌、外傷性硬膜化血腫の近赤外線診断を想定し、大規模な輻射輸送シミュレーション、機械学習の研

究を行った。外傷性の脳出血は、外傷を負った直後には自覚症状がなく脳内出血が明らかに見られない

場合でも、数時間から 1日かけて出血が広がる事が多くある。したがって、簡便なモニタリングによる

経過観察が望まれている。また、胃癌は死亡要因の上位であり、早期発見と治療が重要である。当該年

度では、輻射輸送シミュレーションにより、血腫の大きさ、位置をパラメータにして、時間分解波形シ

グナルのビッグデータを構築した。それをもとに、機械学習を用いて輻射輸送計算の AIサロゲートモ

デルを開発した。これによって、輻射輸送計算を行っていないパラメータに関しても、高速に波形シグ

ナルの作成が可能となった。そして、計測シグナルに対しては、この AIサロゲートモデルをもとにし

て、マルコフ連鎖モンテカルロ(MCMC)法を用いて確率分布とともに診断を可能にした。 

 胃癌に関しては、内視鏡が主な診断方法であるが、癌発見の際に浸潤度合いによって治療が異なる。

その場での処置が可能かどうかはミリメートルスケールでの浸潤度合いの判定が重要となる。そこで、

当該年度は近赤外線の偏光を扱える輻射輸送計算コードを新たに開発した。この計算コードでは、散乱

時にストークスパラメータ I, Q, U, Vの変化を計算し、体表面でのシグナルの偏光シグナルをモデル

化出来るようにした。これを用いて、さまざまな癌の浸潤度合いのパラメータに対して、円偏光シグナ

ルのモデルを作成した。結果として、円偏光度の時間変化情報を使うことで３ミリメートル程度までの

癌の浸潤を高精度に診断出来ることを示した。 

また、これらの計算技術を用いて、宇宙物理における銀河形成の研究についても進めた。代表者は、

大規模なシミュレーションによる銀河モデルと最新の銀河観測データを使った比較研究を行った。そ

れにより、観測された原始銀河団候補が、近傍では Coma タイプの大質量銀河団に進化する可能性が高

いことを示した。 
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